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要  旨 
これまでの統計教育は、生徒が統計的な知識を学んだ後、技能を身につけるために、データを含んだ課題の分

析処理を行わせるものが主流であった。しかし今日、統計教育はより実践的な枠組みへと変革しつつある。すな
わち、生徒が自らの身近な問題の解決を目指し、「計画立案、データ収集、分析、実践、総括」という段階を踏
む中で、統計的な知識や技能を涵養する実践が注目を浴びているのである。このような統計教育では、その問題
解決の中で、しばしば PDCAあるいは PPDACといった「改善サイクル」を周回させる手法が用いられる。 

しかし、例えば「学校の環境」等の大きな問題解決を扱い、「改善サイクル」を機能させるならば、どうして
も、数学の枠組みを超えたものになってしまう。すなわち、「総合的な学習の時間」等との関連を図るなど、か
なり「大掛かりなもの」にならざるを得ないのである。 

本研究は、あくまでも、数学 Iの「データの分析」という 1単元のなかで、統計的な知識や技能を学び、それ
を「改善サイクル」に活用することを試みたものである。かなりコンパクトな状況で、「改善サイクル」を 3 周
回機能させるとともに、生徒自らが平均と分散が改善していく過程を見出していくことで、「改善サイクル」が
機能したことを評価させ、「改善サイクル」の必要性や良さも実感させた実践例である。 

キーワード：高等学校、統計教育、数学、PDCA、改善サイクル 

 

 

１．研究の背景と目的 
現代社会は、知識基盤社会の時代といわれる。身の

回りにはデータが溢れ、新しい知識や情報、技術が次々
と生み出される。このようにめまぐるしく変化する現
在社会では、適切にデータを取捨・管理し、さらには
活用する力が求められる。 

中央教育審議会（2016）は、学習指導要領等の改善
及び必要な方策等を答申し、その改訂に向けての示唆
を行った。この答申では、教科等を越えた全ての学習
の基盤として育まれ活用される資質・能力について、
以下のように述べられている。 

 

急速に情報化が進展する社会の中で、情報や情報
手段を主体的に選択し活用していくために必要
な情報活用能力、物事を多面的・多角的に吟味し
見定めていく力、統計的な分析に基づき判断する

力、問題を見いだし解決に向けて思考するために
必要な知識やスキルなどを、各学校段階を通じて
体系的に育んでいくことの重要性は高まってい
ると考えられる。 

 

こうした情報教育、統計教育への期待は、すでに 21

世紀に入った頃より産学界においても高まり、教育界
は、カリキュラム改革を行うことでそれに応えてきた。
それは、平成 20年、20年、21年の小、中、高等学校
「学習指導要領」改訂に表れた。 

この「学習指導要領」では、小学校では、全学年を
通して「資料の整理と読み」が扱われるようになり、
中学校においては、「資料の活用」領域が新設され、高
等学校には、必修化された「数学 I」の中に、「データ
の分析」という単元が設けられた。 

高等学校「数学Ⅰ」の「データの分析」に関して、
「学習指導要領」には、「統計の基本的な考えを理解す
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るとともに、それを用いてデータを整理・分析し傾向
を把握できるようにする。」と記されており、その教育
内容として、範囲や標準偏差、相関係数からデータの
散らばりや相関関係を把握することが扱われるように
なった。 

このように、小学校から高等学校まで一貫して、資
料の読み取りやデータ分析などの統計教育を受ける枠
組みが作られ、データを活用し数学的根拠に基づいた
判断が出来る力の育成が目指されるようになったので
ある。こうした傾向は、前掲の中教審答申に示された
通り、2017年度に改訂される「学習指導要領#」では、
ますます強まるものと考えられる†。 

統計教育の改革は、21世紀の国際的潮流といえるも
のであるが、実は、我が国は、それに大きく後れを取
っている。アメリカ、カナダ、シンガポール、ニュー
ジーランド、オーストラリアなどでは、生徒の身近な
問題解決のため、「計画立案・データ収集・データ分析・
実践・総括」を複数周回させる、いわゆる課題解決の
サイクルを取り入れた統計教育を充実させている。 

課題解決のサイクルの例として一般的に知られてい
るのは、以下の「PDCA サイクル」である。これは、
企業の品質管理における問題解決のプロセスである。 

 

Plan （計画） 

Do （実施） 

Check （確認） 

Action （修正） 

 

また、PDCA サイクルを、統計教育に転用したもの
が、次の PPDACサイクルである。 

 

Problem （身近な問題の明確化） 

Plan （調査・実験研究のデザイン） 

Data （データの収集とデータ表の作成） 

Analysis （データの分析、パターンの発見） 

Conclusion  （結論と新たな課題提示） 

 

上述のように、改善サイクルを組み入れた統計的な
問題解決プロセスを、授業に取り入れていく必要性は
高まってきている。しかし、そのような統計教育は、
生徒の身近な課題の発見から始まり、その課題の明確
化や解決のためのデータ収集、コンピュータ等を使っ
た分析作業、改善策の策定と実践、その検証などに多
くの時間がかかる。限られた数学の授業時間内で実施
することは事実上不可能である。そこで、総合的な学

                                                                 

#†
 本稿執筆時、「高等学校学習指導要領」は、未改訂
である。 

習の時間や情報科など、他の教科目との連携のもと、
様々な実践が行われている。そのような先行例として、
菅原、塩出（2016）の実践があげられる。しかしなが
ら、こうした取り組みは、数学教科の枠組みに留まら
ず、場合によっては、学年や学校全体を巻き込んだ大
掛かりなものとなってしまうことが避けられない。 

したがって、数学の授業計画内で改善サイクルを機
能させた実践は、ほとんど見当たらないのが現状とい
える。本研究は、高等学校における数学Ⅰの授業のな
かで、コンパクトかつ迅速に PDCA サイクルを回し、
統計的手法を組み入れた問題解決プロセスを学ぶため
の授業実践を試みたものである。 

 

２．授業概要 
対象： 

三重県立津東高等学校 3 年生の特別編成授業履
修生徒（男子 4名、女子 19名、計 23名） 

 

日時： 

平成 28年 12月 8日、12月 15日、1月 12日 

 

授業計画の概要（全 3時間）： 

第 1時 

・数学 Iの「データの分析」の内容の復習 

（代表値・・・平均、中央値、最頻値） 

（散布度・・・範囲、分散、標準偏差） 

・表計算ソフトにデータを入力し、平均、標準偏
差とヒストグラムを出力 

 

第 2時 

・前回の授業の確認 

・10cmの紙テープのカットを行う 

以下の PDCAサイクルを 3周まわす 

P【見通しをもつ】→D【切る】→ 

C【データ測定・分析】→A【改善】  ×3 

 

第 3時 

・PDCAサイクルについて学ぶ 

・前時の活動における個人の結果分析 

・前時の活動におけるグループ全体の結果分析 

・グループ発表 

・アンケート回答 

 

３．授業実践 
本節においては、全 3時のうち、データ分析を用い

た改善サイクルを実践する第 2時と、グループによる



―  397  ―

統計教育に改善サイクルを組み入れる試み 

 

- 3 - 

総括と発表を行う第 3時についてレポートする。 

 

(1) データ分析を用いた改善サイクル（第 2時） 
以下が、第 2時の学習指導案である。 

 
第 2時の「学習指導案」 
時
間 

学習内容 生徒の活動 教師の指示・留意点 

0 

分 

 

 

 

 

 

前時の復習 グループを作
る。 

 

1班あたり 4，5人のグルー
プに座席を指定し、机を移
動させ、パソコン、テープ、
はさみを用意しておく。 

 

プレゼンテーション・ソフ
トを使って説明、前回の復
習（代表値、散布度、表計
算ソフトの使用法）をする。 

 

 

 

 

3 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10cm のテー
プカットを
行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定とデー
タ分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善策を考
える 

 

 

 

 

説明を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1 人 8 本切
る】 

自分の感覚で
10cm にテー
プを切る。 

 

 

 

 

 

 

【ものさしで
測る】 

ものさしで長
さを測り、テ
キストに記入
する。 

 

【パソコンで
デ ー タ を 分
析】 

グループの全
員分の測定結
果をパソコン
に入力する。 

 

入力後、各自
平均と標準偏
差をテキスト
に記入する。 

 

平均、標準偏
差、ヒストグ
ラム等をふま
えた自分の切
り方の傾向を
分析し、テキ
ストに記入す
る。 

 

 

2 回目のテー
プカットでど

 

 

 

 

あらかじめ、 

10cmに切りたい➡1人 8本
切る➡ものさしで測る➡
パソコンでデータを分析
する➡10cm に切る➡・・・ 
という、作業の流れ（改善
サイクルのイメージ）を板
書しておく。 

 

「8 本のテープを切りま
す。ものさしを使わず、で
きるだけ正確に、10cm の
長さのテープを切ってく
ださい。」と指示する。 

 

机間指導をし、1 本ずつ自
分の感覚で切るよう指導
する。 

 

 

 

 

ものさしを配り、測定結果
をテキストの表に記入さ
せる。（小数点第 1 位まで
測定させる。） 

 

 

 

 

入力がスムーズにできる
ように、助言・指導を行う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

平均、標準偏差、ヒストグ
ラム等から、データの散ら
ばり具合に着目している
かどうか確認する。 

 

散らばり具合にも注目す
るよう、具体的に、詳しく
書くよう伝える。 

 

 

自分の切り方の傾向をふ
まえた改善策を考えて記

のようなこと
に気を付けて
切るかという
改 善 策 を 考
え、テキスト
に記入する。 

 

入するよう指示する。 

 

具体的に、詳しく書くよう
指示する。 

 

2 回目のテープカットに向
けて、改善サイクルを意識
させる。 

 

机間指導しながら、ものさ
しを回収する。 

 

20 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31 

分 

 

 

 

 

10cm のテー
プカットを行
う 

 

 

 

 

 

 

 

測定とデータ
分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善策を考え
る 

 

 

 

 

【1 人 8 本切
る】 

自分の感覚で
10cm にテープ
を切る。 

 

 

 

【ものさしで
測る】 

ものさしで長
さを測り、テキ
ストに記入す
る。 

 

【パソコンで
データを分析】 
グループの全
員分の測定結
果をパソコン
に入力する。 

 

入力後、各自平
均と標準偏差
をテキストに
記入する。 

 

平均、標準偏
差、ヒストグラ
ム等をふまえ
た自分の切り
方の傾向を分
析し、テキスト
に記入する。 

 

 

 

3 回目のテー
プカットでど
のようなこと
に気を付けて
切るかという
改善策を考え、
テキストに記
入する。 

 

 

 

 

 

 

自分の感覚で 10cm にテー
プを切るよう指示する。 

 

机間指導をし、1本ずつ自分
の感覚で切るよう指導す
る。 

 

 

 

 

ものさしを配り、測定結果
をテキストの表に記入させ
る。（小数点第 1位まで測定
させる。 

 

 

 

入力がスムーズにできるよ
うに、助言・指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均、標準偏差、ヒストグ
ラム等から、データの散ら
ばり具合に着目しているか
どうか確認する。 

 

散らばり具合にも注目する
よう、具体的に、詳しく書
くよう伝える。 

 

 

自分の切り方の傾向をふま
えた改善策を考えて記入す
るよう指示する。 

 

具体的に、詳しく書くよう
指示する。 

 

3 回目のテープカットに向
けて、改善サイクルを意識
させる。 

 

机間指導しながら、ものさ
しを回収する。 

 

35 

分 

 

 

 

 

 

10cm のテー
プカットを行
う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1 人 8 本切
る】 

 

自分の感覚で
10cm にテープ
を切る。 

 

 

 

 

 

 

自分の感覚で 10cm にテー
プを切るよう指示する。 

 

机間指導をし、1 本ずつ自
分の感覚で切るよう指導す
る。 

 

 

1回目 10cmの紙テープカット 

2回目 10cmの紙テープカット 

3回目 10cmの紙テープカット 
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測定とデータ
分析 

 

 

 

【ものさしで
測る】 

ものさしで長
さを測り、テ
キストに記入
する。 

 

【パソコンで
デ ー タ を 分
析】 

グループの全
員分の測定結
果をパソコン
に入力する。 

 

入力後、各自
平均と標準偏
差をテキスト
に記入する。 

 

平均、標準偏
差、ヒストグ
ラム等をふま
えた自分の切
り方の傾向を
分析し、テキ
ストに記入す
る。 

 

 

ものさしを配り、測定結果
をテキストの表に記入させ
る。（小数点第 1位まで測定
させる。 

 

 

 

 

 

 

入力がスムーズにできるよ
う、助言・指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均、標準偏差、ヒストグ
ラム等から、データの散ら
ばり具合に着目しているか
どうか確認する。 

 

散らばり具合にも注目する
よう、具体的に、詳しく書
くよう伝える。 

 

3回のテープカットで、どれ
だけ改善できたか確認させ
る。 

 

以下に、本時の授業の流れをまとめる。 

① 1班、4，5人のグループになる。各班に 1台ず
つノートパソコンを与える。 

②「各自、感覚だけをたよりに正確に 10.0cm とな
るよう、紙テープを切りなさい」と指示する。 

③ 10.0cmを 1人 8本、1班あたり 32～40本のテー
プカットを行なわせる。 

④ 切った後、各自が切ったテープの長さ（cm）を、
ものさしでを使って小数第一位まで測定し、その
結果をテキストに記入させる。直後、以降の
フェーズが、自分の長さ感覚での作業となるよう、
ものさしを回収する。 

⑤ 各自それぞれが、8 本の測定データを表計算ソ
フトの指定されたセルに入力する。表計算ソフト
（Microsoft Excel）のワークシートには、予め関
数が組み込まれており、班全員で切ったテープの
長さの平均、分散、標準偏差、度数分布表、ヒス
トグラムが自動的に画面に表示される。（図 1 参
照） 

⑥ このソフトには、班全体のデータが表示される
が、組み込まれたマクロにより、ボタンを押すこ
とで、各自の個人だけのデータに表示が切り替わ
る。（図 2 参照） 

⑦ ⑤⑥により、班員個人の傾向と、班全体の傾向
の両者を、平均、分散、標準偏差、度数分布表、
ヒストグラムを見て分析させる。（図 3 参照） 

⑧ 次はどのように意識して切れば、平均もばらつ
きも良好となるかを考えさせる。その際、「個人
としてどうするか」、「班全体としてどうするか」
を立案させ、テキストに記入させる。 

（図 3 参照） 

⑨ ⑦⑧での分析と改善策を踏まえて、次の「10cm

のテープカット」を行わせる。 

⑩ 上記の「作業の見通しをもつ→作業→データ測
定・分析→改善策を練る→」のサイクルを、都合
3周回する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 表計算ソフト（グループのデータ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 表計算ソフト（個人のデータ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 生徒の分析 
 

50分の授業でテープカットを 3回行う、やや過密な
進行であったため、テープカットとデータ分析を速や
かに行わせた。3 回の作業を通して、目を見張るよう
な改善がみられた生徒は少なかったものの、個々のグ
ループ全体の傾向としては、ほとんどの班で改善の傾
向が見られた。  
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図 4 授業風景 
 
(2) グループによる分析・総括と発表 （第 3時） 
第 3時は、前時で行ったテープカットについて、個

人とグループそれぞれのデータ分析を行い、それを踏
まえ改善策をどう決めたか、改善結果はどうであった
かを、グループごとに発表させる授業である。 

前時では、過密な進行を余儀なくされた。したがっ
て、前時の学びを補強する意味でも、各フェーズでど
のような分析と改善策を立案したかを想起させる。そ
の後、総括としてのグループ発表を行う。 

以下に、第 3時の学習指導案を示す。 

 

第 3時の「学習指導案」 
時
間 

学習内容 生徒の活動 教師の指示・留意点 

0 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PDCAサイク
ルについて 

 

 

 

 

 

 

 

あらかじめ、前回の授業と同
じグループに座席を指定し、
机を移動させておく。 

 

プレゼンテーション・ソフト
を使って PDCA サイクルに
ついて説明する。 

前回の授業で行ったテープ
カットの活動と、PDCAサイ
クルを対応させる。 

 

P（Plan：計画）10cm に切り
たい。 

D（Do：実施）1人 8本切る。 
 

C（Check：確認）ものさしで
測定。パソコンに入力し、デー
タを分析する。 

A（Action：修正）次回の切
り方を考える。 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回の授業の
確認 

〈個人のデー
タについて〉 

 

 

 

 

 

 

【個人による
分析】 

プリントに
記入しなが
ら、前回の活
動を想起す
る。 

 

 

 

 

 

前回のテープカットの 3回分
の個人ごとの結果（平均、標
準偏差、ヒストグラム等）を
並べたプリントを、各生徒に
配付する。 

 

前回の復習をかねて、1 回目
から 3回目までのテープカッ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈班ごとの
データにつ
いて〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グループに
よる分析】 

 

前回のテー
プカットの、
自分のグル
ープのデー
タについて
分析する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グループに 

よる発表】 

 

グループご
とに分析結
果を前で発
表する。 

 

 

【各グループ
の比較】 

トのそれぞれの切り方の傾
向・結果を、平均、標準偏差、
ヒストグラム等をふまえて
分析し、記入させる。 

 

それぞれの回でどのような
改善策を立てたか確認させ
る。 

具体的に、詳しく記入するよ
うに指示する。 

 

前回のテープカットの 3回分
のグループの結果（平均、標
準偏差、ヒストグラム等）を
並べた模造紙とペンを配布
する。 

 

自分のグループの、1 回目か
ら 3回目までのテープカット
のそれぞれの切り方の傾向・
結果を、平均、標準偏差、ヒ
ストグラム等をふまえて分
析し、記入させる。 

 

それぞれの回でどのような
改善策が考えられたか記入
させる。 

 

個人のデータにも着目して
分析するよう伝える。 

 

机間指導で、グループ活動が
活発になるように促す。 

 

具体的に、できるだけ詳しく
記入するよう指示する。 

 

グループごとに代表者を決
めさせ、自分のグループの分
析結果を発表させる。 

 

散らばり具合や、散らばりの
傾向などについて、生徒の説
明が不十分な場合は、説明を
付け加える。 

 

平均と標準偏差の 2つの観点
から、どのグループがうまく
改善できていたか、各グルー
プで議論させ、発表させる。 

45

分 

アンケート アンケート
に答える。 

 

 

前回の授業から、冬休みをはさんで約 1か月が経過
している。第 3時では、前回の活動のデータを用いて
分析と総括を行う。以下が第 3時の授業の流れである。 

① 前時と同じグループになる。 

② 授業者が、プレゼンテーション・ソフトを使い、
PDCAサイクルについての説明を行う。PDCAの
各フェーズと、前時に行ったテープカットの一つ
一つの活動との対応を理解させる。（図 5 参照） 

③ 前時で行ったテープカットの「個人のデータ」
を記載した B4 のプリントを各生徒に配付する。
このプリントには、1回目から 3回目までのテー
プカットにおける、各生徒の各回の平均、分散、
標準偏差、度数分布表、ヒストグラムが、すべて
記されている。（末尾 図 8 印刷参照） 
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④ ③で配付した資料をもとに、ここで再度時間を
とり、前回の活動を想起しながら、各自の 3回の
切り方の傾向を分析させ、その分析をプリントに
記入させる。（末尾 図 8 記述参照） 

⑤ 前時で行ったテープカットの「グループのデー
タ」を記載した模造紙を、各グループに配付する。
この模造紙には、1回目から 3回目までのテープ
カットでの、グループ全体の各回の平均、分散、
標準偏差、度数分布表、ヒストグラムが、すべて
記されている。（末尾 図 9 印刷参照） 

⑥ ⑤で配付した資料をもとに、20分ほど時間をと
り、グループで議論し、データ分析をさせる。そ
の際、グループ全体の切り方の傾向を踏まえ、グ
ループとしてどのような改善策が考えられたか、
また個人的にもどのように分析し改善を試みた
か、前時の活動を思い出しながら記入させる。
（末尾 図 9 記述参照） 

⑦ ⑥の分析結果をグループごとに前に出て発表さ
せる。散らばり具合や、その傾向などについて、
生徒の説明が不十分な場合は、説明を付け加えさ
せる。 

⑧ 各グループ、各回の平均と標準偏差を一覧表に
したものを黒板に掲示する。そして、どのグルー
プが一番うまく改善できたかを議論させる。（図
6 参照） 

⑨ 授業の総括を行い、アンケートに答えさせる。 

 

⑥の「グループによる分析」では、どの班も 1, 2行
程度ではあったものの、平均と標準偏差、表を踏まえ
たデータの散らばりついて言及が見られた。分散や標
準偏差という、高等学校で新たに学習した統計スキル
が活用できたといってよい。（末尾 図 9参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 授業で用いたスライド 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 各グループ間の比較 
 

⑦の「グループによる発表」では、各班の代表を前
に出させ、班での話し合いの結果を発表させた。一例
として、第 1班の発表を、以下に取り上げておく。 

 

生 徒：1 回目は初めてだったから、長めに切って
しまって、しかも、ばらつきが大きかった。
2回目は、1回目が長すぎたから、短めに切
ろうとしたら今度は結構短くなりすぎて、
5cm とか・・・。でも平均は 10cm に近づ
いて、さっきよりはよくなった。3回目は、
1 回目と 2 回目の間くらいの感覚で切った
人が多かった。だから、平均が 9.234で、3

回の作業で 10cmに近づいたかなと思う。 

授業者：ばらつきについてはどうかな？ 

生 徒：2回目の標準偏差が 1.7で、ばらつきは大き
くなったけど、3 回目はばらつきが小さく
なって、全体的によくなったと思う。 

 

⑧の「各グループ間の比較」では、各回ごとの平均
と標準偏差の一覧表を黒板に掲示し、どのグループが
うまく改善できていたか、考えさせた。（図 6 参照） 

どのグループも、平均と標準偏差の 2つの観点から、
「2班が最もうまく改善している」と判断した。 

「なぜ 2班が良いのか」と問うた。生徒は、「平均が
『12.6cm→9.8cm→9.8cm』と変化し、2 回目でかなり
10.0cm に近づいた。」「3 回目も、平均値は 9.8cm と、
ほぼ完ぺきな値のままだった。」と答えた。授業者が、
「2 回目と 3 回目の平均は一緒じゃない？」と指摘す
ると、「標準偏差が少なくなっているから、平均は同じ
でも、ずいぶん進歩している。」と返答した。別の生徒
は、「標準偏差が『3.2cm→1.2cm→0.7cm』となり、順
調にばらつきも小さくなっている。」と答えた。平均と
ばらつきの両方の観点から、自分たちの活動を正しく
評価したことが確かめられた。 

  

一
回
目
 
 二

回
目
  

三
回
目
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図 7 授業風景 
 

４．授業アンケート集約 
第 3時の終了時、出席していた 20人にアンケートを

行った。「『データ分析を使った改善サイクル』」の授業
に関するアンケート」として、第 2時と第 3時の授業
について回答してもらった。質問事項とその結果を以
下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のうち、「質問 1」、および「質問 2」に対しては、
回答者全員が、「そう思う」と回答している。生徒は、
データ分析を用いて、自分たちの活動を客観的に評価
でき、また、逆に活動を行うことにより、平均や標準
偏差の理解を深めることが出来たといって良い。 

また、「質問 3」に対しては、85%の 17 人が「そう
思う」と回答している。生徒が代表値やヒストグラム
から、データの傾向を読み取ること、さらには、平均
と標準偏差がデータの傾向やばらつきを表す有効な指
標となることを、活動を通して学びとれたものと考え

られる。 

「質問 4」は、データ分析が改善策を練るのに役立
ったかどうかを問うものである。この質問に対しても、
90%にあたる 18人が「そう思う」と答えている。生徒
は、データ分析の結果を、これまでの行程を修正する
ことや、次の行程を計画することに生かせたと考えて
いる。改善サイクルが機能したと言って良いだろう。 

「質問 5」では、データ分析を用いた改善サイクル
は、他の場面に活用できるかどうかを問うた。これに
対しては、95%にあたる 19人が「そう思う」と答えて
いる。今回は教室内での活動の分析と改善を行ったも
のであるが、生徒は学んだデータ分析を用いる改善サ
イクルを、もっと大きな課題学習や、将来の職業生活
にも適用できると認識してくれた。 

自由記述として、感想も書かせたが、「楽しかった」、
「改善されていくのがよくわかった」、「データ分析に
ついてよくわかった」などが挙げられていた。 

 

５．総 括 
現代の統計教育は、実践的な活動を行う枠組みに変

わりつつある。改善サイクルの作業の中でデータの整
理や分析を行い、統計的スキルを利用させる授業を行
うことが求められているのである。 

これまで行われてきた数学教育での統計学習では、
データを含む課題を天下り的に与え、統計的スキルを
用いた処理を行うものが主流であった。これを PDCA

サイクルに当てはめるならば、「Cフェーズのみ」が実
践されてきたと言える。 

統計教育の場面で、問題解決サイクルを機能させよ
うとすれば、授業時数の都合上、数学の枠組みを超え
たものにならざるを得ない。従って、今日、総合的な
学習の時間、情報科など、他の教科等との連携による
先行事例が、多数存在している。 

本研究は、あくまでも、数学 I の「データの分析」
という 1単元のなかで、統計的な知識や理解、技能を
学び、それを改善サイクルに活用することを試みたも
のである。全 3時間の授業のうち、第 2時の 50分のみ
で PDCAサイクルを 3周まわし、かなりコンパクトな
状況で、改善サイクルを機能させた事例といえる。 

学校現場での統計学習にとって、改善サイクル学習
の重要性は十分認識できるものの、効果的な学習をさ
せようとすると、数学の 1単元では収まりきれず、他
教科との連携や、学校行事の枠組みに入れるなどして
行わなければならない現実が存在する。本研究はその
克服を目指したものであり、一定の成果が得られたも
のであった。 
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図 8 生徒の個人データとその分析例 （B4 版） 
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